特集号会告
『電力系統の電圧運用・制御技術』特集

（Operation and Control Technologies of Voltage in Electric Power System）

論文誌B（電力・エネルギー部門誌）では、令和2年6月号に「電力系統の電圧運用・制御技術」特集を企画しています。
従来の電力系統においては、需要の拡大、電源の遠隔・偏在化および広域運営の拡大などに伴って、大電力を都市部の需要地へ比較的長距離にわたって計画的に送電することが一般的となっており、電力系統の電圧運用・制御技術は、その形態にあわせてこれまで発展し、活用されてきました。

しかしながら、電力自由化の進展や自然変動電源の連系増加に伴う、配電線・送電線潮流の減少や逆潮流の発生、電圧調整機能を有する同期発電機のバランス停止などにより、電力系統の電圧が上昇・変動するなどの事象が発生しており、今後、自然変動電源の連系量が増加し続ければ、今まで以上に高度で緻密な電圧運用や制御技術（工夫・対策）が必要とされてきます。
本特集では、「電力自由化の進展や自然変動電源の大量連系などが電圧運用におよぼす影響」、「電圧制御技術」ならびに「電圧の安定運用を維持するための工夫・対策」等について、広く論文を募集します。
キーワード：送電系統、配電系統、電圧運用、電圧制御、電力自由化、分散型電源、自然変動電源、再生可能エネルギー、太陽光発電、風力発電、大量導入、電力系統、電圧、有効電力、無効電力、調相設備、SC、ShR、同期調相機、SVC、SVR、STATCOM、パワエレ機器、蓄電池、変圧器タップ、LRT、調相運転、進相運転、VQC、PVカーブ、電圧解析、電圧上昇、電圧低下、電圧変動、電圧不安定、電圧不平衡、電圧異常
○ 投稿締切
令和元年8月20日(火)
電子投稿・査読システムの「論文投稿」画面において、「電力系統の電圧運用・制御技術」特集を選択してください。

○ 投稿方法
投稿は電子投稿・査読システムで受付けます。

https://submit.iee.or.jp/main/cgi/sstk-top.cgi
より電子投稿してください。

詳細は電気学会論文誌への投稿手引をご覧ください。

" 

http://www.iee.jp/?page_id=642


○ 問合せ先
電力系統技術委員会 幹事補佐

東京電力パワーグリッド株式会社 系統運用部 給電計画グループ


大加田　成敏


〒100-8560 東京都千代田区内幸町1丁目1番3号


Tel: 03-6363-2721


E-mail: ookata.narutoshi( )tepco.co.jp　※メール送信時，( )を@に変換してメールを発信してください。
以上

